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５．よつ葉子ども食堂 
記録：小瀧一誠 

 
＊よつ葉こども食堂はよつ葉の会の後援会で運営しており、ボランティアの募集を行って

いなかったため、今回の調査では聞き取りのみをさせていただきました。 
 
場 所：よつ葉の会 喫茶クローバー（名古屋市西区笹塚町 2-55） 
対 象：幼児～中・高生 
参 加 費：200 円（幼児は 100 円） 
代 表：伊豆田 眞也さん 
主 催：社会福祉法人 よつ葉の会・よつ葉の会後援会 
 
日 時：月 1 回（第 3 土曜日） 
参加人数：33 人 
献 立：手作りコロッケ、豚汁ほか 
 
◎きっかけ 
メディアで子ども食堂の存在を知って、自分達も貧困や孤食で困っている子供達に何かで

きないかと考え子供食堂を開催しようと思った。最終的な目標は貧困や孤食に悩んでいる

子供が気軽に足を運んでくれることだが、まずは地域に浸透していかなければいけないの

で枠組みを広く持ってどんな子供でも参加できるような体制を取っている。 
 
◎食材 
よつ葉の会の後援会の方達が食材を買って来てくれている。後援会の方々の寄付と子ども

食堂の参加費で全てを賄っている。（後援会の方の中に問屋や魚屋をしている人がいるの

で提供してもらっている。） 
 
◎ボランティア 
まだ始めたばかりで後援会の方しか参加していないが、後々はボランティアの方にも参加 
してもらいたいと考えている。 
 
◎場所 
四葉の会の土地である喫茶クローバーというところで行なっているので借りているわけで 
はない。 
 
◎予約の有無 
期待の思ってくれる子供全員に食べて欲しいと思っているので予約制にはしていない。し 
かし、30 食分作って売り切れたら終わりという形をとっている。 
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◎ 12／17 に開催された子供食堂の参加状況 
合計 33 名（よつ葉の会役員 10 名程度、その他親子参加 20 名超） 
実質周辺地域でチラシを見て来てくれた親子は 20 名程度。 
 
◎学習支援の有無 
始めたばかりでまだ行なっていないが、今後考えて行きたいと思っている。 
 
◎資金 
よつ葉の会の後援会の方々（普段は問屋や、魚屋など様々なお仕事をされている）の寄付

と参加費で賄っている。 
 
◎宣伝 
Twitter による告知、町内会・区役所にチラシを置いてもらっている、新聞の折り込みに

チラシを入れさせてもらっている。 
 
◎運営 
代表の伊豆田さん、後援会の方（5〜10 名程度、70 代のおじいちゃんおばあちゃんが中

心）、管理栄養士の責任者が中心となって子供食堂の内容、献立を考えている。サポート

している人は、皆後援会の方で買い出しから当日のお手伝いもしてくれている。 
 
◎課題、悩み 
まだ始まったばかりでわからないことが多いが、継続的に参加してくれるかがいちばんの

悩み。 
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◎写真 

 
 
 


